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リペア保険 

 

住友三井オートサービス株式会社（本社：東京都新宿区、取締役社長：露口章、以下「ＳＭ

ＡＳ（エスマス）」）のグループ会社であるｉーＳＭＡＳ少額短期保険株式会社（本社：東京都新

宿区、代表取締役社長：三谷一、以下「ｉ－ＳＭＡＳ（アイエスマス）」）は、２０２１年８月２

日より、ＳＭＡサポート株式会社（本社：東京都新宿区、取締役社長：露口章、以下「ＳＭＡサ

ポート」）と株式会社スマートドライブ（本社所在地：東京都千代田区、代表取締役：北川烈、

以下「スマートドライブ」）を取扱い代理店として、リース車両に対して必要な修理費用を補償

する「リース車両修理費用保険（以下「リペア保険」）」の販売を開始いたします。 

 

「リペア保険」は、リース車両が事故によって損傷した際に発生する修理費用や全損事故など

で修理することができない時にかかる中途解約費用を補償する保険です。契約は法人、個人を問

わず、リース車両であれば、全てのリース会社の車両が補償対象となります。  

 

「ＣＡＳＥ」（Connected：コネクティッド、Autonomous：自動化、Shared：シェアリング、

Electric：電動化）という技術革新がめざましい中、近年ではリース車両の台数やリースに関わ

るコスト全般を見直すお客さまが増えています。その中でも、交通事故の削減と自動車保険料の

抑制は多くのお客さまが抱える長年の課題です。 

 

一般的な自動車保険（任意保険）では、対人や対物などの賠償責任保険等とクルマの補償を合

わせて付保することになりますが、「リペア保険」では、クルマの修理補償を賠償責任補償等と

分離することでコストアップのリスクを分散。更に、保険金額を柔軟に設定可能（５～５００万

円/５万円単位）にすることで、割安な保険料をご提示しやすくなりました。また、お客さまの

ニーズや予算に応じて、コストアップのリスク分散や保険料見直しが図れる「事故実績型」と、

テレマティクス車載器から取得する運転挙動に応じて保険料が変動（スマートドライブが開発し

た安全運転評価技術を採用）し、安全運転及びエコ運転が保険料の低減につながる「テレマティ

クス型」をご用意しています。 

News Release 

 

『リペア保険』を８月２日から販売開始 
リース車両の修理費用を補償、お客さまのニーズに応じた２種類のラインナップを用意 



 

８月２日の販売開始時点においては、「事故実績型」はＳＭＡサポートにて、「テレマティクス

型」はスマートドライブにて取扱う予定です。 

 

ｉ－ＳＭＡＳでは、クルマ社会の発展と地球環境の向上を支えるため、「リペア保険」を第一

号商品として販売し、今後も新しいモビリティ社会に求められる革新的な保険を提供してまいり

ます。 

 

【商品概要：リース車両修理費用保険】 

商品名 リース車両修理費用保険（通称：リペア保険） 

販売開始日 ２０２１年８月２日（月） 

お申込み頂ける方 法人等の場合：本社、支店または営業所等を日本国内に有するお客さま 

個人の場合 ：年齢を問わず、日本国内に在住するお客さま 

被保険車両 リース車両（リース会社は問わない） 

商品内容 【引受可能な用途・車種】 

自家用普通乗用車/自家用小型乗用車/自家用軽四輪乗用車 

自家用小型貨物車/自家用軽四輪貨物車/自家用普通貨物車 

【補償内容】 

 

Ｗｅｂサイト https://www.i-smas.co.jp/ 

以上 

 
【本件に関するお問合せ】    

住友三井オートサービス株式会社    

担当：経営企画部 広報室  原・多田  Mail：okyakusama@smauto.co.jp 

ｉ－ＳＭＡＳ少額短期保険株式会社 

担当：営業部 菅原 Mail：info@i-smas.co.jp 
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